
各種製品の使用方法

名称

■WT-722 / LPC3H17 / CWAA0773 / PR-L9100C-33
   PR-L5800C-33 / PR-L4C150-33 / CWAA0915 / CWAA1003
   WT-220CL / WT-223CL ■

◇プリンター画面の指示やプリンター取扱い説明書に従って交換してください。

メーカーによって名称が異なりますが、すべて同じ用途です。

エプソン　　　：廃トナーボックス
ブラザー　　　：廃トナーボックス
キヤノン　　　：回収トナー容器
リコー　　　　：廃トナーボトル
NEC　　　　  ：トナー回収ボトル
富士ゼロックス：トナー回収ボトル富士ゼロックス：トナー回収ボトル
（富士フイルムビジネスイノベーション）

以下では総称として　廃トナーボックス　と記載いたします。

互換廃トナーボックス　ご使用上の注意

廃トナーボックスとは、主に印刷時に出る余分なトナーをためておくため
のボックスです。そのため、廃トナーがこぼれることがありますので、交
換の際には傾けないでください。使用済みのボックスには必ず付属のふた
を取り付けてください。

◇交換の際に用意するもの
・新聞紙など（交換の際の汚れ防止のため）
・使用済みの廃トナーボックスをいれるビニール袋

https://www.youtube.com/watch?v=oCSLqcVeMBU


注意点

・印刷中は交換しないでください。トナーが漏れることがあります。
・交換後、使用済み廃トナーボックスはビニール袋に入れるまで傾けないで
　ください。
・廃トナーボックスは再利用できません。交換メッセージが表示された後は
　必ず新しい廃トナーボックスと交換してください。
・使用済みの廃トナーボックスを火中に投じないでください。ドラムカート・使用済みの廃トナーボックスを火中に投じないでください。ドラムカート
　リッジ内に残ったトナーに引火して、やけどや火災の原因になります。
・トナーで衣服や手を汚さないように注意してください。衣服や手が汚れ　
　た場合は、直ちに水で洗い流してください。温水で洗うとトナーが定着し
　汚れが取れなくなることがあります。
・使用済みの廃トナーボックスは必ずふたをしてください。廃トナーボック・使用済みの廃トナーボックスは必ずふたをしてください。廃トナーボック
　スには、ふたが付属しています。付属の蓋を取り付けないと、トナーがこ
　ぼれることがあります。

●個人で廃棄する場合

使用済み廃トナーボックスについて

使用済みの廃トナーボックスはビニール袋に入れ、廃棄をお願いいたします。
（トナー漏れにお気を付けください）
廃棄方法は法人と個人の場合で異なりますので、ご確認ください。

お住まいの地域の条例や自治体のルールに従って廃棄してください。

●法人で廃棄する場合
産業廃棄物扱いなりますので産廃業者にご連絡頂き、廃棄物処理を依頼していた
だく等、法令に従って廃棄してください。



※製品の仕様変更があると、こちらの説明と一部、異なることがある場合がご
　ざいます。使用上、ご不安がある場合はインクのチップスサポートセンター
　にお問い合わせください。

平日10：00～17：00
（年末年始・夏季休業を除く）

インクのチップス　インクサポートセンター

　0120-770-288

販売店舗のお問い合わせフォームよりご連絡ください。
※返信は営業日の10:00～17:00に順次対応


